
関係各位

定例薬事委員会において新規購入薬品等を下記のように決定いたしました。

１) 新規採用薬品（12月1日より、但しイノバン注シリンジ・ドブポン注シリンジは2月以降の予定）

メーカー 依頼科

第一三共 神経内科

持田
心臓血管
外科

大日本住友
製薬

血液腫瘍
内科

アムビゾーム点滴静注
用50mg
（薬価：9,811/1瓶）

1瓶：
アムホテリシンB50mg

①②1日1回2.5mg/kg、1
～2時間以上かけて点滴
静注。
③1～2時間以上かけ点
滴静注。
免疫能正常：投与１～5
日目の連日、14日目及
び21日目に1日1回
2.5mg/kg。
免疫不全：投与１～5日
目の連日、10日目、17日
目、24日目、31日目、38
日目に1日1回4mg/kg。

①真菌感染症：アスペル
ギルス属、カンジダ属、
クリプトコッカス属、アブ
シジア属、リゾプス属、リ
ゾムーコル属、クラドスポ
リウム属、クラドヒアロ
ホーラ属、ホンセカエア
属、ヒアロホーラ属、エク
ソフィアラ属、コクシジオ
イデス属、ヒストプラズマ
属及びブラストミセル属
による下記感染症：
真菌血症、呼吸器真菌
症、真菌髄膜炎、播種性
真菌症
②真菌感染が疑われる
発熱性好中球減少症
③リーシュマニア症

ビムパット錠
50mg
（薬価：215.6/１錠）
100mg
（薬価：352/１錠）

1錠：
ラコサミド50mg、100mg

1回50mg、1日2回より開
始。その後、1週間以上
間隔をあけ増量。
維持：1回100mg、1日2
回。
増減：1日400mgを超えな
い範囲。増量は１週間以
上間隔をあけ１日100mg
以下ずつ。

てんかん患者の部分発
作（二次性全般化発作を
含む）

ミオテクター冠血管注
（薬価：1,804/1組）

1組：
A液495mL（塩化ナトリウ
ム3214.2mg、塩化カリウ
ム596.4mg、塩化マグネ
シウム1626.4mg、塩化カ
ルシウム水和物
88.2mg）、B液5mL（炭酸
水素ナトリウム420.0mg）

用時A液にB液を全量混
合し使用。通常10～
20mL/kg、順行性冠灌流
には2～4分かけ冠状動
脈へ注入。逆行性冠灌
流には4～7分かけ冠状
静脈に注入。心停止が
得られるまで適宜増量。

低体温体外循環下、大
動脈を遮断し実施される
心臓血管外科手術にお
ける心停止・心筋保護

イノバン注0.3％シリンジ
150mg/50mL
（薬価：1,180/1筒）

1筒：
ドパミン塩酸塩150mg

協和発酵
キリン

1～5㎍/kg/分で持続注
入
20㎍/kg/分まで増量可

急性循環不全（心原性
ショック、出血性ショック）

麻酔科

ドブポン注0.3％シリンジ
150mg/50mL
（薬価：740/1筒）

1筒：
ドブタミン150mg

1～5㎍/kg/分で持続注
入
20㎍/kg/分まで増量可

急性循環不全における
心収縮力増強
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薬局だより

薬剤部

薬品名 成分 用法・用量 適応症



メーカー 依頼科

富士製薬

ファイザー

アスペン
ジャパン

藤本製薬

①カンジダ属及びクリプ
トコッカス属による下記
感染症：
真菌血症、呼吸器真菌
症、消化管真菌症、尿路
真菌症、真菌髄膜炎
②造血幹細胞移植患者
における深在性真菌症
の予防
③カンジダ属に起因する
膣炎及び外陰膣炎

スプリセル錠
20mg
（薬価：4,008.7/1錠）
50mg
（薬価：9,477.5/1錠）

1錠：
ダサチニブ20mg、50mg

ブリストル・
マイヤーズ
スクイブ

①慢性期：1日1回100mg
経口投与。140mgまで増
量可。
移行期又は急性期：1回
70mg1日2回経口投与。1
回90mg1日2回まで増量
可。
②1回70mg1日2回経口
投与。1回90mg1日2回ま
で増量可。

①慢性骨髄性白血病
②再発又は難治性のフィ
ラデルフィア染色体陽性
急性リンパ性白血病

ハイドレアカプセル
500mg
（薬価：299.6/1C）

１カプセル：
ヒドロキシカルバミド
500mg

1日500～2000mg、1～3
回に分けて経口投与。
寛解時の維持：1日500
～1000mg、1～2回に分
けて経口投与。

慢性骨髄性白血病、本
態性血小板血症、真性
多血症

血液腫瘍
内科

イダマイシン静注用5mg
（薬価：12,753/1瓶）

1瓶：
イダルビシン塩酸塩5mg

成人：12mg（力価）/㎡
（体表面積）、1日1回、3
日間連続投与。骨髄機
能が回復するまで休薬。
投与を繰り返す。

急性骨髄性白血病

アルケラン錠2mg
（薬価：188.7/1錠）

薬品名 成分 用法・用量 適応症

1錠：
メルファラン2mg

①2～4mg、1日1回連日
経口投与。又は②6～
10mg、1日1回、4～10日
間経口投与。休薬し骨髄
機能の回復を待ち、2mg
を維持量として1日1回経
口投与。又は③6～
12mg、1日1回、4～10日
間経口投与。休薬し骨髄
機能の回復を待ち、同様
の投与法を反復。

多発性骨髄腫の自覚的
並びに他覚的症状の寛
解

サレドカプセル
50
（薬価：5,670.3/1C）
100
（薬価：6,758.1/1C）

１カプセル：
サリドマイド50mg、
100mg

①1日1回100mg、就寝前
に経口投与。1日400mg
を超えないこと。
②1日1回就寝前に経口
投与。50～100mgから開
始、漸増。1日400mgを超
えないこと。より低い維
持用量で症状コントロー
ル。

①再発又は難治性の多
発性骨髄腫
②らい性結節性紅斑

フルコナゾールカプセル
100mg「F」
（薬価：425.6/1C）

１カプセル：
フルコナゾール100mg

成人
①カンジダ症：50～
100mg、1日1回経口投
与。クリプトコッカス症：
50～200mg、1日1回経
口投与。重症又は難治
性真菌感染症の場合1
日量400mgまで。
②400mg、1日1回経口投
与。
③150mg、1日1回経口投
与。
小児、新生児は添付文
書参照。



メーカー 依頼科

Meiji　Seika
ファルマ

武田

富士製薬
工業

ノバルティ
スファーマ

メーカー 依頼科

ノバルティ
スファーマ

サノフィ

血液腫瘍
内科

ラスリテック点滴静注用
1.5mg
（薬価：12,894/1瓶）
7.5mg
（薬価：51,365/1瓶）

1瓶（溶解液付）：
ラスブリカーゼ1.5mg、
7.5mg

0.2mg/kg、1日1回30分
以上かけて点滴静注。
最大投与期間は7日間。

がん化学療法に伴う尿
酸血症

薬品名 成分 用法・用量 適応症

レボレード錠12.5mg
（薬価：2,684.6/1錠）

1錠：
エルトロンボパグ12.5mg

①初回投与量1日1回
12.5mg、食事の前後2時
間を避け空腹時に経口
投与。1日最大投与量
50mg。
②抗胸腺細胞免疫グロ
ブリンで未治療の場合：
抗胸腺細胞免疫グロブリ
ンと併用において、1日1
回75mg、食事の前後2時
間を避け空腹時に経口
投与。
既存治療で効果不十分
な場合：初回投与量1日1
回25mg、食事の前後2時
間を避け空腹時に経口
投与。1日最大投与量
100mg。

①慢性特発性血小板減
少性紫斑病
②再生不良性貧血

40mg1日1回、4日間経口
投与。

多発性骨髄腫

タシグナカプセル
150mg
（薬価：3,617/1C）
200mg
（薬価：4,738.8/1C）

１カプセル：
ニロチニブ150mg、
200mg

1回400mg、1時間以上前
又は食後2時間以降に1
日2回、12時間毎経口投
与。ただし、初発の慢性
期慢性骨髄性白血病の
場合、1回300mg。

慢性期又は移行期の慢
性骨髄性白血病

血液腫瘍
内科

ニンラーロカプセル
3mg
（薬価：123,355.6/1C）
4mg
（薬価：160,886/1C）

１カプセル：
イキサゾミブ3mg、4mg

レナリドミド及びデキサメ
タゾンとの併用におい
て、1日1回4mg、空腹
時、週1回、3週間経口投
与後、13日間休薬（16～
28日目）。この4週間を1
サイクルとし投与を繰り
返す。

再発又は難治性の多発
性骨髄腫

ベサノイドカプセル10mg
（薬価：690.8/1C）

１カプセル：
トレチノイン10ｍｇ

1日60～80mg（45㎎/㎡）
を3回に分けて食後経口
投与。

急性前骨髄球性白血病

ポマリストカプセル
2mg
（薬価：50,802/1C）
3mg
（薬価：56,294.5/1C）
4mg
（薬価：60,548/1C）

１カプセル：
ポマリドミド2mg、3mg、
4mg

セルジーン

デキサメタゾンとの併用
において、1日1回4mg、
21日間連日経口投与
後、7日間休薬。これを1
サイクルとして投与を繰
り返す。

再発又は難治性の多発
性骨髄腫

レブラミドカプセル5mg
（薬価：9,114.2/1C）

１カプセル：
レナリドミド5mg

①デキサメタゾンとの併
用において、1日1回
25mg、21日間連続投与
後、7日間休薬。これを1
サイクルとして投与を繰
り返す。
②1日1回10mg、21日間
連続投与後、7日間休
薬。これを1サイクルとし
て投与を繰り返す。

①多発性骨髄腫
②5番染色体長腕部欠
損を伴う骨髄異形成症
候群

レナデックス錠4mg
（薬価：173.8/1錠）

1錠：
デキサメタゾン4mg

薬品名 成分 用法・用量 適応症

ダウノマイシン静注用
20mg
（薬価：1,631/1瓶）

1瓶：
ダウノルビシン塩酸塩
20mg

成人：0.4～1.0mg（力価）
/kg、連日あるいは隔日
に3～5回静脈内又は点
滴静注。約1週間の観察
期間後投与を反復。
小児：1.0mg（力価）/kg、
連日あるいは隔日に3～
5回静脈内又は点滴静
注。約1週間の観察期間
後投与を反復。

急性白血病（慢性骨髄
性白血病の急性転化を
含む）



２） 販売中止に伴う変更薬品(在庫なくなり次第)

メーカー 依頼科

日本
ジェネリック

ニプロES
ファーマ

大原
薬品工業

３) 削除品目(在庫なくなり次第)

・ 「フルカリック1号輸液903mL」

・ 「フルカリック2号輸液1003mL」 → 同効薬品目削減の為

・ 「フルバスタチン錠20mg「三和」」

・ 「エクセグラン錠100mg」 → ビムパット錠採用の為（エクセグラン細粒あり）

４） 変更薬品（在庫なくなり次第）

変更前薬品名

1 アンプラーグ錠100mg → サルポグレラート塩酸塩錠100mg「日医工」

2 エスラックス静注50mg/5.0mL → ロクロニウム臭化物静注液50mg/5.0mL

3 オルメテックOD錠10mg → オルメサルタンOD錠10mg
「DSEP」

4 ガストローム顆粒66.7% → エカベトNa顆粒66.7%「サワイ」

5 グラケーカプセル15mg
 → メナテトレノンカプセル
15mg「日医工」

6 クレストール錠2.5mg → ロスバスタチン錠2.5mg「DSEP」

7 ドグマチール錠50mg → スルピリド錠50mg「サワイ」

8 バップフォー錠１０ → プロピベリン塩酸塩錠10mg「JG」

9 プロスタンディン点滴
静注用500μg → タンデトロン注射用500

10 メキシチールカプセル100mg → メキシレチン塩酸塩カプセル100mg「サワイ」

変更後薬品名

薬剤部
ピルシカイニド塩酸塩カ
プセル25mg「タナベ」

１カプセル：
ピルシカイニド塩酸塩
水和物25mg

Naチャネル遮断薬
ピルシカイニド酸塩錠
25mg「三和」から変更

ロキサチカプセル75
１カプセル：
ロキサチジン酢酸
エステル塩酸塩75mg

H2受容体拮抗薬
ロキセタートカプセル75mg
から変更

薬品名 成分 薬効分類 備考

オルテクサー口腔用
軟膏0.1％5ｇ

5g：
トリアムシノロン
アセトニド5mg

口内炎等治療薬
ケナログ口腔用軟膏0.1％
２ｇから変更


